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1．利用者様に、思いやりの心を持って接します。
2．利用者様を尊重し、その人に合った支援、援助をします。
3．常に利用者様と、同じ目線で向き合い、感謝の気持ちで接します。
4．職員は、常に学ぶ姿勢を持ち続け、サービスの質を高め、支援、援助します。

療養部 ( 入所・短期入所 )

職員紹介

この部門の特徴

　ぶんすい開設時に入社し２０年
が経ちました。あっという間ではな
く、地道に積み上げ現在に至りま
す。年齢とともに心、身体の衰え
を感じますが、何とか頑張ってい
ます。今後は体を第一に考え、職
員と利用者の方、お互いが尊敬し
合える環境で仕事が出来ればと考
えています。

2000年入社
介護福祉士

大橋貴之

　大学卒業後当施設に入社しまし
た。１年半の介護業務を通して実
際に行われている支援について学
ぶことができました。色 な々工夫が
されており利用者様がどうしたら快
適に生活できるのかと一番に考え
ているのだなと思いました。日々の
業務の中、思いやりをもって頑張っ
ていきたいです。

2019年入社

亀山一平

職員紹介

この部門の特徴

これからの飛躍に向けてこれからの飛躍に向けて

　２０周年を迎え、利用者様により良いサービスを提供できるよう日頃の業務内容を見直し利用者
様が家庭復帰と自立した生活が可能となるように、また利用者様とそのご家族の要望を満たせるよ
う努めていきたいと思っております。
　私たちは、高齢者の方を尊敬し、人生の先輩として専門職である自己の役割に誇りをもち日々の
業務向上に努めていきたいと思っています。

ご自宅への送迎を行い、リハビリを中心とした各種サービスを提供します。入浴や食事といったサービスの他、
余暇活動や行事など皆様で盛り上げ楽しめる環境づくりをしています。ちょっとお話がしたい、リハビリだ
けでも受けたいといった一人一人のご要望に沿って参りますので、お気軽にご相談ください。

通所リハビリテーション

利用者様と時代の
　　　ニーズに合わせたサービスを
　一言に高齢者の方と言っても、時代と共にそ
の暮らしぶりは大きく異なっています。飲み物
一つにしても水とお茶の生活様式だったものが
紅茶やコーヒー、ビールと言った各種嗜好品ま
で幅広く好まれる時代――そうしたものを当たり
前に口にしてきた高齢者――になってきました。
これから団塊の世代が後期高齢者に突入してい
く時代背景もあり、通所リハビリにも世代に即
したサービスが求められています。

ここが変わった20年！！
～ちっちゃいことから大きなことまで～
業務改善により職員の時間に余裕が持てるよう
になった
⇒利用者様と会話する機会の増加
　笑顔が多くみられるように
嗜好品の持ち込みによる満足度向上
⇒ご家族様に利用者様の好きなものを持参して
　いただき提供できるように
担当制の変更
⇒部屋での担当割から個人担当へ
　入所から退所まで同じ職員が密に関われるよ
　うになった

求められるデイケアとしての在り方
　介護保険制度が始まってからおよそ20年。今
や病院で過ごすことよりも、退院し生涯在宅生
活を続けるという考え方が浸透し、デイケアとい
う言葉も身近になりました。当施設も開設時に
比べて若い利用者様も増え、自宅での生活を
続けたい、身体が動かせるようになりたいとする
意識の変化が如実になってきました。今やデイ
ケア人気は高まり満員となる日も多く、目的を
持って活用する人にとって充実した内容を提供
できることが必須になっていると思われます。

　気付けば20年。
　振り返ると20年前と今では年齢
層、疾患、ニーズなど大きく変化
しています。
　人生100年時代、この地域でそ
の人らしくいつまでも元気に過ごす
ことができるためには自分に何がで
きるのかを考え、日々精進して参り
たいと思います。

2000年入社
介護福祉士
通所リハ所長
平澤香織

　今までの環境ががらりと変わり、
何も分からず毎日ドキドキしていた
私を一から指導してくださった先輩
方、また毎日元気に通って下さる
ご利用者様のお陰で毎日楽しく働
かせて頂いています。今後も多く
のことを吸収し勉強を重ね、いつ
までもご利用者様が元気にイキイ
キと通って頂けるよう努めていきた
いと思います。

2019年入社

伊藤花菜子

最近導入された飲水サーバー
利用者様も好きな飲み物が
飲めるようになりました。

リハビリ目的で 14：30 か
ら来所されるご利用者様
【左写真】

お一人お一人の時間や目的
に沿った柔軟なサービスの
提供も始まっています。




